
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育活動 

個性豊かで一人一人が様々なことをイメージして遊ぶ事が大好きな子ども達。 

進級してからは自分たちの考えが上手く伝わらずぶつかることもありましたが、保育者が仲立ちとなり、相手へ

の伝え方を繰り返し話してきたことで、今では友達と会話をしながら自分たちの思いを伝え合い、一緒に表現し

ながら遊ぶ姿が見られるようになりました。まだまだ自分の思いをすべて伝える事は難しく保育者が仲立ちとな

ることもありますが、困った友達がいたら互いに助け合い「こうしたらどう？」などと考えながら過ごす子ども

達の姿が見られる様になってきました。 

また、今年度の子ども達は食事に関する興味・関心が低く、食事量が少ない姿があったので、年間のテーマと

して食育活動に力を入れ、様々な食材に触れられるようにしてきました。調理保育や給食を作ってくださるメフ

ォスさんによる郷土料理などの話を聞いたり、夏や冬野菜の栽培をしていく中で子ども達も食事に対するドキド

キ・ワクワクが高まり、食事量が増えてきた姿には大きな成長を感じる一年間となりました。 

今年度は子ども達の成長や発見をドキュメンテーションとして多くのクラス便りを配信し、保護者の方とも共

有し、園と家庭と一緒に子ども達の成長を喜び合えるようにもしてきました。保護者の方々にも多くのご協力を

いただきありがとうございました。 

友達と一緒に♪ 
身の回りの事を 

意欲的に！ 

バター作り 栄養指導 
郷土料理についての

話などを聞きました 

キャベツちぎり 

ミックスジュース 

作り 食パンで 

ロールケーキ作り 

栽培 
オクラ・ピーマン・

カブなどの野菜を 

育てました！ 

野菜スタンプ 

たんぽぽ組（３歳児） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人から自分がどのように見られているか気になる４歳児。進級した当初から友達との関わりで互いに指摘

する事が多く、伝え方が強くなったり、言われた子は嫌な気持ちになってトラブルになる姿がありました。

しかし、３歳児の頃から子ども達に伝えている『一人ひとり違っていい』という事から、指摘するのではな

く、友達の良い所=『個性』を見つけて互いに認めたり、共感する気持ちを一人ひとりが見つけられるように

する為にどうしたらいいか考えて保育を行ってきました。 

夏の終わり頃から少しずつ行事も増えてきた事をきっかけに、皆で一つの大きな活動に取り組む時には、

クラスで話し合いの場を設けて一人ひとりやクラスとしての目標を出し合ってきました。最初は自分の発言

に自信がもてなかったり、人前で発言する事が恥ずかしくて意見を言えない子どももいました。しかし、皆

が聞く気持ちをもてるようにする事で、少しずつ自分の意見も言いやすく「カッコイイ所をお母さん達に見

てもらいたいから、皆で練習を頑張っていく」など、目標が具体的になったり、「それいいね」と友達を認め

る言葉が増えてきました。互いを認められるようになると、春先からのトラブルの多さは少しずつ減り、笑

顔で友達と接する姿も増えてきたように感じます。 

また、運動会では中国語で『笑おう』という意味である『笑一笑（シャオイーシャオ）』の曲に合わせて遊

戯を行うと、子ども達も笑顔で練習に取り組み、動きなどが分からない友達がいると優しく伝えて、助け合

ったり、相手を思いやる気持ちも大きくなってきました。これからも子ども達がいつも笑顔で、互いを認め

合える仲間として助けたり、助けられる関係を続けていけるように見守っていきます。 

 

友達と相談して 

楽しい遊びを 

沢山見つけられる 

ようになりました 

いつも笑顔の 

すみれ組です‼ 

クリスマス 

聖劇 
運動会 

すみれ組（４歳児） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひまわり組（５歳児） 

 今年度のひまわり組は、「日本」をテーマに取り入れてきました。進級当初、なかなか食べようとしない、

食事量を減らす子が多いなど、食事に対する関心が薄いように感じたので、日頃から楽しい食事を心掛け、

晴天時、テラスでの食事や給食職員から日本各地の郷土料理の話を聞き、その地域の伝統食や『美味しい』の

方言も教えてもらいました。また、夏野菜を栽培して観察日記をつけ、自分達で、給食で出た食材の産地を調

べる機会も作り食事への興味を深められるよう関わってきました。 

日頃の製作で偶然できた模様を楽しむ姿が見られたので、墨流し（マーブリング）や藍染めを取り入れ、わ

くわくデーのＴシャツのポケットにし、その他にも日本の伝統技術の一つとして紙漉きを体験し、敬老の日

のハガキにしました。いずれの体験でも「疲れた」「大変」と口にする子ども達。実際に紙漉き体験をし、そ

の大変さを経験した事で折り紙や画用紙を大切に使おうという姿が見られるようになりました。夏には、ね

ぶた祭りや阿波踊りなど日本の夏祭りを紹介し、秋の運動会の遊戯でソーラン節を取り入れました。 

給食職員の協力を得たり、栽培を通して少しずつですが、減らさずに食べる子、おかわりをする子が増え

てきたと感じます。また、日本の伝統技術を実際に体験し、行事に取り入れる事で、昔の人達の知恵や物を大

事にする事の大切さを感じるきっかけになりました。今後も、昔から受け継がれてきた日本の文化を大切に

しながら自分達が生まれてきた日本の楽しさを感じ、素晴らしさを発見していって欲しいと思っています。 

 

 

日本の事に関して自分が調べて 
きた事を発表する場を設けました。 

 綺麗な色に 
染まったよ 

紙漉き 

藍染め 
テラスでの食事 

正月遊び・行事 

お祭り 

牛乳パックを破ってミキサーにかけ、紙漉きをしまし
た。できたハガキは敬老の日のハガキとして使いました 

日本のお祭りの映像を鑑賞し、運動会の遊戯
ではソーラン節をしました。 


